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1. 学校側が５回オファーしてやっと終わり、x(c1) = {s3, s4}, x(c2) = {s2}, x(c3) = {s1}。

2. ステップ１で終了して、y(c1) = {s2, s4}, x(c2) = {s1}, x(c3) = {s3}。

3. c1は responsive preferencesによって {s2, s4} ≻c1 {s3, s4}である。他は当初の順序より s1 ≻c2 s2、
s3 ≻c3 s1である。
ゆえに y(ci) ≻i x(ci) for all i = 1, 2, 3である。
1-to-1 matching の場合、プロポーズする側は嘘をつくインセンティブはないのであるが、 many-
to-one matching の場合先手側も嘘をつく可能性があるということで、 one-to-one matching とパ
ラレルではないということである。


